
2025 年度 事業報告書 

（2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで） 

 

Ⅰ 概要 

 

協会は、働く場における事故又は災害の防止のための公益目的事業を行う公益社団法人

として１５年目を迎え、労働安全衛生行政に協力して事業場の安全衛生水準の向上のため

の活動を展開するとともに、労働安全衛生関係法令、協会の業務規程等を遵守し製造時等

検査・性能検査・個別検定の公正かつ適正な実施、定期自主検査の励行指導、技能講習、

安全衛生教育の推進、普及啓発事業等に積極的に取り組みました。 

協会運営を巡る環境は、検査検定業務が減少傾向にあるなど厳しい状況にあり、協会役

職員一人一人がそのことを十分に認識して、厳正でかつ質の高いサービスの提供に務め、

社会の信頼がより得られるよう取り組みました｡ 

 

 

Ⅱ 公益目的事業 

 

１ 検査・検定事業 

  

（１）登録製造時等検査機関・登録性能検査機関・登録個別検定機関としての業務の実

施 

    ボイラーの製造時等検査について新たに機関登録し３事務所（山形事務所、茨

城事務所及び山口事務所）において実施できるようにしました。 

第一種圧力容器の製造時等検査を 7 事務所（宮城事務所、山形事務所、埼玉事務

所、千葉事務所、東京事務所、神奈川事務所及び山口事務所）において実施すると

ともに、５事務所（岩手事務所、秋田事務所、福島事務所、栃木事務所及び福岡事

務所）において実施できるようにしました。 

ボイラー、クレーン等の性能検査を 18 事務所において、第二種圧力容器等の個

別検定を検定申請の無かった函館を除く 17 事務所において実施しました。 

また、従前、不適切なクレーンの離隔基準の検査を行ったことを踏まえて、再発防止

対策の徹底を組織全体で取り組んでいます。 

2025 年度末現在、製造時等検査員は 28 名、性能検査員は 95 名、個別検定員は

77 名です。 

 

（２）復興支援の現状 

   東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う警戒区域等での性能検査は、検査に

おける検査員の安全を確保した上で、適正に実施しました。 

 

製造時等検査・性能検査・個別検定等の実施基数(労働安全衛生法適用分)は次表の

とおりです。 

種   類 2025 年度 2024 年度 増減基数 増減率(％) 

第一種圧力容器の製造時等検査 216 247 -31 -12.6 

性能検査 37,365 37,748 -383 -1.0 

内 訳 ボイラー 2,620 2,721 -101 -3.7 



第一種圧力容器 13,008 13,174 -166 -1.3 

クレーン 9,980 10,240 -260 -2.5 

スタッカー式クレーン 166 185 -19 -10.3 

移動式クレーン 3,113 3,120 -7 -0.2 

エレベーター 7,233 7,065 168 2.4 

ゴンドラ 1,245 1,243 2 0.2 

個別検定 13,934 13,918 16 0.1 

内 

訳 

第二種圧力容器 4,274 4,293 -19 -0.4 

小型ボイラー 4 4 0 0.0 

小規模温水ボイラー 6,329 6,170 159 2.6 

小型圧力容器 3,327 3,451 -124 -3.6 

合  計 51,515 51,913 -398 -0.8 

 

備考：第一種圧力容器の製造時等検査の内訳は、構造検査 184 基、溶接検査 155 基、

使用検査 32 基（2024 年度実績：構造検査 204 基、溶接検査 169 基、使用検査

43 基） 

 

（３）定期自主検査の徹底 

第二種圧力容器、つり上げ荷重３トン未満クレーン等の定期自主検査について、

設置事業場にその必要性を説明し、設置事業場の状況に応じて、事業者に代わって

実施しました。また、検査の結果、必要に応じて補修等を要請しました。 

 

2025 年度の定期自主検査の実施状況は次表のとおりです。 

種    別 実施事業所数 実施基数 

第二種圧力容器 3 9 

小型ボイラー 13 23 

小型圧力容器 1 1 

つり上げ荷重３トン未満クレーン 43 106 

つり上げ荷重３トン未満移動式クレーン 0 0 

その他 3 14 

計 63 153 

 

（４）労働安全衛生法非適用である国、地方自治体、米軍施設等のボイラー、クレーン

等の性能確認検査等について、計 1,232 基実施しました。 

また、輸出用、適用除外の容器について耐圧試験を 447 基実施し、圧力容器の構

造規格適合等の英文証明を 143 基について発行しました。 

 

（５）外部の委員会への委員派遣 

関係団体の委員会に委員等として職員を次のとおり派遣しました。 

委員会名 参加団体等 内 容 



開放検査周期認定事前

審査委員会 

(一社)日本ﾎﾞｲﾗ協会 

損害保険ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株) 

(公社)ﾎﾞｲﾗ･ｸﾚｰﾝ安全協会 

事前審査基準に基づき

書類審査及び現地調査

結果の適否の審査 

ボイラー等の検査・検定

制度の斉一的・効果的運

用に向けた検討のため

の委員会 

 

クレーン等の検査・検定

制度の斉一的・効果的運

用に向けた検討のため

の委員会 

厚生労働省 

(一社)日本ﾎﾞｲﾗ協会 

他関連団体及び企業 

(公社)ﾎﾞｲﾗ･ｸﾚｰﾝ安全協会 

 

厚生労働省 

(一社)日本ｸﾚｰﾝ協会 

他関連団体及び企業 

(公社)ﾎﾞｲﾗ･ｸﾚｰﾝ安全協会 

設計審査、製造時等検

査、性能検査及び個別

検定に関する基準案の

作成、当該基準案に基

づき審査・検査・検定

を行う際の留意事項案

の作成など 

 

 

 

（６）検査・検定用機器の整備 

検査・検定を正確に行うための各種検査・検定用機器について、質・量の面から

計画的に充足・整備しました。 

 

（７）検査員・検定員の選任届出 

年間を通じて検査員・検定員を養成するための研修を計画的に実施し、特定機械

等毎に製造時等検査、性能検査、個別検定等を行う検査員・検定員延べ２３人につ

いて、厚生労働大臣に選任の届出を行いました。 

 

（８）検査員･検定員の会議、研修 

検査・検定業務の斉一性の確保と公正かつ厳正な実施を期すために、次のとおり

会議、研修を行いました。 

① 全国主任検査員会議   2025 年 4 月 15 日 

② 検査長補佐会議    2025 年 7 月 23 日 

2026 年  2 月  9 日 

③ 全国検査員・検定員研修  2025 年 12 月  2 日、3 日 

④ 検査員会議・研修   2025 年 6 月 30 日 

2025 年 9 月 30 日 

2025 年 12 月  3 日 

2026 年  3 月 30 日 

以上のほか、各事務所において、毎月、定期的に検査・検定に関する検査員会

議を開催しました。また、検査員の技術向上を図るため 2025 年度全国工作責任者

大会に、検査員を参加させました。 

 

（９）専門技術図書の整備 

検査員･検定員の技術の向上のため、計画的に専門技術図書を整備しました。 

 

２ 講習事業 

 

（１）登録教習機関としての各種技能講習・実技教習等をはじめ、特別教育、能力向上

教育等の教育事業の適正な実施を通じて、安全作業のために必要な知識・技能を身

に付けた有資格者や作業者を養成しました。 



 

（２）各種技能講習等を次表のとおり実施しました。 

  2025 年度各種講習・教育名 回数 受講者数 

移動式クレーン運転実技教習 13 89 

ボイラー実技講習 1 80 

ボイラー取扱技能講習 8 257 

普通第一種圧力容器取扱作業主任者技能講習 5 158 

床上操作式クレーン運転技能講習 68 2,346 

小型移動式クレーン運転技能講習 49 1,479 

玉掛け技能講習 117 4,810 

フォークリフト運転技能講習 28 697 

車両系建設機械(整地･運搬･積込み用及び掘削用)運転技能講習 9 183 

車両系建設機械(解体用)運転技能講習 4 46 

ガス溶接技能講習 7 248 

高所作業車運転技能講習 17 508 

はい作業主任者技能講習 1 23 

小 計 327 10,924 

クレーン運転業務特別教育 50 1,566 

小型車両系建設機械運転業務特別教育 11 318 

研削と石等取替業務等特別教育 2 60 

巻上げ機の運転業務特別教育 6 147 

高所作業車運転業務特別教育 15 393 

デリック運転業務 1 17 

ローラー運転業務特別教育 2 28 

フルハーネス型墜落制止用器具を用いて行う作業に係る特別教育 36 1,299 

揚貨装置運転業務特別教育 2 67 

テールゲートリフター特別教育 10 234 

小 計 135 4,129 

クレーン運転士安全衛生教育 1 21 

移動式クレーン運転士安全衛生教育 11 318 

玉掛け業務従事者安全衛生教育 2 60 

フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育 1 28 

刈払機取扱作業者安全衛生教育 9 369 

天井クレーン定期自主検査者安全教育 8 278 

移動式クレーン定期自主検査者安全教育 7 128 

その他 12 70 

小 計 51 1,272 

2025 年度 合計 513 16,325 

2024 年度 合計 623 18,337 

対前年増減 △110 △2,012 

 

３ 調査研究事業 

ボイラー、クレーン等の損傷事例、改善事例、機械事例等を収集し、検査情報データ

ベースシステムを充実するとともに、検査員養成研修等において活用しました。また、



講習の効果的な実施事例の把握、検討等を行い、テキストと併せて使用する補助教材の

作成を行いました。 

 

４ 普及啓発事業等 

 

（１）作業現場の安全パトロール 

関係行政機関及び労働災害防止関係団体との協力のもと、移動式クレーンを使用

した作業現場等での安全パトロールを実施しました。 

 

（２）｢クレーンの日」及び「ボイラーデー」の提唱と安全活動の促進 

9 月 30 日の「クレーンの日」には、厚生労働省の後援を得て、クレーンによる

労働災害防止を目的としたポスターを、写真・標語を公募して制作し実施要綱とと

もに配付するなどにより安全活動の促進しました。 

また、11 月 8 日の「ボイラーデー」には、厚生労働省の後援を得て、災害防止

の公募した標語とボイラー取扱作業主任者の職務を明示したポスターを制作し実

施要綱とともに配付するなどにより安全活動を促進しました。 

 

（３）会員への安全衛生に係る資料等の配付 

「安全衛生のひろば」の会員への配付(毎月)､ポスター（年間を通じた安全活動、

全国安全週間、熱中症防止及び年末年始の労働災害防止を呼びかける４種類）の

会員への配付等を通じて、事業者の安全衛生活動を促しました。 

 

（４）協会ホームページの充実 

協会ホームページ《https://www.bcsa.or.jp/》に、危険機械､検査制度等に関する

情報､厚生労働省から周知要請のあった安全衛生対策・労働条件対策を掲載するなど

により､安全衛生に関する普及啓発を行いました｡ 

 

（５）安全衛生行政の推進への積極的協力、安全衛生推進活動 

ア 本部は、各種の安全衛生施策、最低賃金の周知等の厚生労働省からの周知依頼

に積極的に協力し、協会ホームページ等を通して会員をはじめ広くボイラー、クレ

ーン等の関係者に情報提供を行いました。そのほか、全国安全週間、全国労働衛生

週間についても、周知、協会としての取組を積極的に行いました。 

 

イ 全ての事務所において、別表「各事務所における労働災害防止のための安全衛

生推進活動の実施状況」のとおり、各地の関係行政機関、労働災害防止関係団体等

と協力・連携し、安全衛生推進活動を積極的に行いました。 

 

 

Ⅲ 収益事業 

 

１ ボイラー、クレーン等に関する技能講習、特別教育等のテキストについて、法令改

正に対応した修正等を行うとともに、登録教習機関、事業者等に販売しました。 

 

２ ボイラー、クレーン等の定期自主検査について、その点検及び点検結果の記録・保 

  存のための定期自主検査表を販売しました。 



 

３ 定期自主検査者安全教育修了者が、１年以内ごとに１回行うクレーン等の年次定期

自主検査を実施したことを示すステッカーを年毎に作成して販売しました。 

 

 

Ⅳ その他 

 

１ 安全衛生に関する相談指導 

ボイラー、クレーン等の適正な使用等に関する相談、指導援助を行いました。 

 

２ 労働災害防止関係団体との連携 

一般社団法人日本ボイラ協会、一般社団法人日本クレーン協会、一般社団法人日本

ボイラ整備据付協会、一般社団法人全国クレーン建設業協会、都道府県ボイラー工業

協会・クレーン工業協会等のボイラーやクレーンの関係団体等との連携を密にし、事

業場の労働安全衛生水準の向上のための取組みを行いました。 

 

３ 協会基盤の整備、充実等 

 

（１）会員の加入状況  

協会組織の充実を図るため、会員の加入を促進しました。また、会員管理につい

てのシステム化を図り、効率的な業務を行いました。 

区 分 
25.4.1 現在 2025 年度 26.3.31 現在 

会 員 数 入会 退会 区変 差引 会 員 数 

普通会員 ７８５ ９ １３ ０ －４ ７８１ 

特別会員 ３８８ ９ ４ １ ６ ３９４ 

賛助会員 ６７１ ５ ２１ －１ －１７ ６５４ 

合 計 １，８４４ ２３ ３８ ０ －１５ １，８２９ 

    ※入会申込予定者を除く 

（２）総会 

第 65 回定時総会（2025 年 6 月 18 日開催） 

議事：2024 年度事業報告及び決算書等 

 

（３）理事会 

第 1 回（2025 年 5 月 23 日開催）    議事：2024 年度事業報告及び決算書等 

第 2 回（2025 年 6 月 18 日開催）    議事：代表理事選定の件等 

第 3 回（2025 年 10 月 23 日開催）     議事：事業中間報告等 

第 4 回（2026 年 3 月 24 日開催）    議事：2026 年度事業計画書及び収支予 

算書等 

（４）理事活動 

機動的な事業運営等のため、役付理事による会議を開催しました。 

 

４ 内部体制の充実 

 

（１）職員の能力や成果を客観的に評価し、公平な処遇と人材の育成を図ることを目的

とした人事制度を実行しました。 



 

（２）｢システム改修等中期計画｣に基づき、各システムの開発改修・見直し等を行いま

した。 

 

（３）業務監査の実施 

地方事務所における業務の適正な実施を確保するため、検査・検定業務、講習業

務及び総務・経理業務について、全ての事務所に対して、実地（総務・経理業務は

主に WEB）による業務監査を実施しました。その際、特に、関係法令、協会が定

めた業務規程､通知等を遵守した各業務の実施･定着状況について確認しました。 

また、2014 年 3 月 18 日に内閣府に提出した報告書別紙に掲げられた事項につい

ての主な取組みとして、外部監査法人による本部への監査が行われました。 

 

（４）職員を適正に配置するため新規採用及び配置換えを実施しました。 

2025 年度は、新規採用職員 6 人、退職者 10 人となりました。 

 

本部及び地方事務所の職員の配置は次のとおりです（2026 年 3 月 31 日現在）。 

区分 検査員 事務職員 計 

事務所 ９３人 ２２人 １１５人 

本 部 １人 １５人 １６人 

計 ９４人 ３７人 １３１人 

 

（５）個人情報の管理について、個人情報安全管理要領を遵守し、情報漏えいの防止に

努めました。 

 

○2025 年度事業報告書の附属明細書 

 

該当する事項はありません。 



Ⅱ ４ （５） イ の別表 

「各事務所における労働災害防止のための安全衛生推進活動の実施状況」 

実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

函館事務所 

2025.4.17 札幌市 

 

「北海道労働局災害防止団体連絡会議」において､労働局及び関連

団体と労働災害防止対策について協議､情報共有を行った｡ 

2025.5.15 

 

函館市 函館労働基準監督署主催「労働災害防止団体連絡会議」に出席し、

労働災害防止対策について協議、情報共有を行った。 

2025.5中旬 

 

道南地域 全国安全週間準備期間及び本週間において、会員事業場に実施要

項等を配付し、労働災害防止対策の徹底を要請した。 

2025.9中旬 

 

道南地域 「クレーンの日」のポスター等を関係事業場に訪問・配付し、クレーン

等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.9中旬 道南地域 全国労働衛生週間準備期間及び本週間において、会員事業場に実

施要項等を配付し、労働衛生対策等の徹底を要請した。 

2025.10中旬 道南地域 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業場に訪問・配付し、ボイラー

等の災害防止の周知啓発を行った。 

青森事務所 

2025.4.22 青森市 「青森労働局災害防止団体連絡会議」において､労働局及び関連 

団体と労働災害防止対策について協議､情報共有を行った｡ 

2025.5上旬 青森県 青森労働局からの周知依頼により、第１４次労働災害防止推進計 

画、令和６年ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーンについて、 

会員事業場へリーフレットを配付し周知啓発を行った。 

2025.5.21 青森市 （公社）建設荷役車両安全技術協会青森県支部の定時総会に来賓 

として出席し、関係事業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.5.27 青森市 （一社）青森地区労働基準協会の令和６年度定期総会に出席し、 

関係事業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.6初旬 青森県 全国安全週間準備期間及び本週間において、会員事業場等・関係

団体に実施要項等を配布し、労働災害防止対策の周知を行った。 

2025.8初旬 青森県 

 

全国労働衛生週間準備期間及び本週間において、会員事業場等に

対し、全国労働衛生週間実施要項、「クレーンの日」の実施要網及び

ポスター等を配付し、労働衛生対策、クレーン等の災害防止対策の

周知啓発を行った。 

2025.9.29～30 青森市 （公財）安全衛生技術試験協会が実施する青森地区出張特別試験

に試験監督員の派遣等の協力を行った。   

2025.9中旬 青森県 ボイラー等設置事業場に対して、「ボイラーデー」に関する実施要網

及びポスターを配布、持参し、事故防止、安全操業等について普及

啓発を行った。 

2025.11中旬 青森県 青森労働局主唱の冬期労働災害防止運動、中央労働災害防止協会

主唱の年末年始無災害運動の推進のため、会員事業場に対して、リ

ーフレット及びポスター等を配付し積極的な取組を要請した。 

2026.1.16 青森市 (公財)安全衛生技術試験協会との会議に出席し、免許試験の円滑な

実施と資格取得を通じた安全確保等について関係団体等と意見交

換等を行った。  



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

岩手事務所 

2025.5中旬 岩手県 全国安全週間準備月間及び本週間における資料、パンフレットを会

員事業場等に配付し、災害防止対策と安全確保の徹底を要請した。 

2025.8上旬～ 岩手県 「クレーンの日」のポスターと実施要領を会員事業場に送付し、関係

事業場等に個別訪問等により配付し、クレーン等の災害防止の周知

啓発を行った。 

2025.8上旬～ 

 

岩手県 「ボイラーデー」に関するポスターを会員事業場に送付、関係事業場

を訪問しポスター等の配付し、「ボイラーデー」の趣旨及び災害防止

に関する周知啓発を行った。 

2025.8.23 盛岡市 （公財）安全衛生技術試験協会が実施する第 1回岩手地区出張特別

試験に試験監督員の派遣等の協力を行った。 

2025.9上旬 

 

岩手県 全国衛生週間準備月間及び本週間における関係資料を会員事業

場・関係事業場等に配付し、労働衛生対策の徹底を要請した。 

2025.9.26 

 

岩手県 「岩手県産業安全衛生大会」を、岩手労働局とともに関係団体の一

員として共催し、労働災害防止に関する啓発活動を行った。 

2025.11.7 盛岡市 

 

県下のボイラー等の災害・事故防止啓発のための「岩手県ボイラー

安全大会」を岩手労働局の後援、岩手ボイラ工業協会との共催によ

り開催した。 

2025.11.14 盛岡市 県下のクレーン等の災害・事故防止啓発のための「岩手県クレーン

安全大会」を岩手労働局の後援、岩手県クレーン工業協会との共催

により開催した。 

2025.12.1 

 

岩手県 ｢令和７年度いわて年末年始無災害運動｣を、岩手労働局とともに関

係団体の一員として共催し､会員等への周知､街頭へ幟旗の設置等

を行った｡ 

2025.12.6 盛岡市 （公財）安全衛生技術試験協会が実施する第２回岩手地区出張特別

試験に試験監督員の派遣等の協力を行った。 

2026.1.15 大船渡市 

 

移動式クレーン稼働中の現場への安全パトロールを、大船渡労働基

準監督署の労働基準監督官、気仙地区の岩手県クレーン工業会会

員らと共に行った。 

宮城事務所 

2025.4～ 宮城県内 宮城労働局の協力要請により、「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャ

ンペーン」のリーフレットを、協会会員事業場へ配布し、周知啓発を

図った。 

2025.6.1 宮城県内 宮城労働局の協力要請により、令和 7 年度全国安全週間の実施要

領を、協会会員事業場へ配布し、周知啓発を図った。 

2025.6.11 仙台市 （公社）宮城労働基準協会の令和 7 年度定期総会に出席し、関係事

業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.7.3 仙台市 令和７年度宮城県産業安全衛生大会について労働災害防止団体

の構成員として大会の運営を行った。 

2025.8～ 宮城県内 「クレーンの日」のポスターを関係事業場等に個別訪問等により配布

し、クレーン等の災害防止対策の周知を図った。 



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

2025.9～ 宮城県内 全国衛生週間準備月間及び本週間における関係資料を会員事業

場・関係事業場等に配付し、労働衛生対策の啓発を図った。 

2025.10～ 宮城県内 「ボイラーデー」のポスターを関係事業場等に個別訪問等により配布

し、ボイラー等の災害防止対策の周知を図った。 

2025.11.1 宮城県内 宮城労働局の協力要請により、「過労死等防止啓発月間における過

重労働解消キャンペン」の資料を、協会会員事業場へ配布し、周知

啓発を図った。 

2025.12.1 宮城県内 宮城労働局の協力要請により、「令和７年度宮城年末年始労働災害

防止強化運動の実施要綱」を、協会会員事業場へ配布し、周知啓発

を図った。 

秋田事務所 

2025.5中旬 

～7上旬 

秋田県 

 

全国安全週間準備月間及び本週間における資料、パンフレットを会

員事業場・関係事業場等に配付し、労働衛生対策の徹底を要請し

た。 

2025.8上旬 

～11中旬 

秋田県 

 

クレーン災害防止のため、会員事業場・関係事業場を訪問し、ポスタ

ー等の配付ともに「クレーンの日」の趣旨及び災害防止に関する周

知啓発を行った。 

2025.8上旬 

～11中旬 

秋田県 ボイラー災害防止のため、会員事業場・関係事業場を訪問し、ポスタ

ー等の配付とともに「ボイラーデー」の趣旨及び災害防止に関する周

知啓発を行った。 

2025.8中旬 

～10上旬 

秋田県 

 

全国安全週間準備月間及び本週間における資料、パンフレットを会

員事業場・関係事業場等に配付し、労働衛生対策の徹底を要請し

た。 

2025.10.1 

 

秋田県 

 

「秋田県産業安全衛生大会」を、労働局とともに関係団体の一員とし

て共催し、労働災害防止に関する啓発活動を行った。 

山形事務所 

2024.7.2 山形県 全国安全週間に際し山形労働局主導による安全パトロールを、山

形県ボイラ工業協会とともに行った。 

2024.8上旬 山形県 

 

クレーン・ボイラー災害防止のため、会員事業場・関係事業場を訪問

し、「クレーンの日」及び「ボイラーデー」のポスター等を配付による周

知啓発を行った。 

2024.10.28 

 

山形県 山形県産業安全衛生大会において、主催組織の構成員として大会

の運営、労働災害防止に関する啓発活動を行った。 

2024.12上旬 山形県 山形労働局の呼びかけによる「やまがたゼロ災運動」及び「冬の労

災をなくそう運動」に協力し、会員事業場等への実施要領の配布など

により取組を要請した。 

2025.3上旬 山形県 各災害防止団体と連携して「免許試験・技能講習等実施のお知らせ

」を作成し、会員事業場等に配付した。 

2025.3.11 

 

山形市 山形県労働災害防止関係団体連絡協議会において、関係行政機関

、関係団体とボイラー、クレーン等の労働災害防止活動及び安全衛

生活動について協議した。 

 



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

福島事務所  

2025.8～ 福島県内 「クレーンの日」のポスター等を関係事業所に配付しクレーン等の災

害防止の周知を図った。 

2025.9～ 福島県内 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業所に配付しボイラー等の災

害防止の周知を図った。 

2025.10.3 福島県 福島県産業安全衛生大会に協賛し、関係各団体とともに安全衛生の

推進、啓発活動を行った。 

2025.12～ 

 

福島県 福島労働局による「STOP!転倒災害 冬の労働災害防止キャンペー

ンふくしま」の協力要請に応じ、会員事業場等へリーフレット等の配

布などにより周知を図った。 

いわき事務所 

2025.6.25 

 

いわき市 いわきボイラー技士会定期総会に顧問として参加し、関係者との意

見交換等を行った 

2025.8.30 

 

いわき市 いわきボイラー技士会定期総会に顧問として参加し、関係者との意

見交換等を行った。 

2025.8.30 

 

いわき市 

 

「クレーンの日」のポスター等を関係事業場と労働基準監督署に配付

しクレーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.9.30 いわき市 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業場と労働基準監督署に配付

しクレーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.10.3 

 

相馬市 

 

福島県産業安全衛生大会に参加し労働安全衛生活動の向上につい

て企業、団体より取り組みの参考を得た。 

2026.1.28 

 

いわき市 いわきボイラー技士会交流会に参加し、ボイラー災害防止のための

意見交換等を行った。 

茨城事務所 

2025.4.17 水戸市 茨城労働局主催の令和７年度労働災害防止関係団体連絡会議に出

席し、関係事業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.6.6 土浦市 （一社）土浦労働基準協会の令和７年度定期総会に出席し、関係事

業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.6.10 土浦市 （一社）土浦労働基準協会主催の「全国安全週間準備期間土浦地区

大会」に出席し災害防止に関する情報交換等を行った。 

2025.8 茨城県内 「クレーンの日」のポスター等を関係事業場に配布し、クレーン等の

災害防止の周知を図った。 

2025.9.9 土浦市 令和７年度全国労働衛生週間準備期間土浦地区大会に出席し、関

係事業場との情報交換を行い、連携を強化した。 

2025.10.7 水戸市 令和７年度茨城県産業安全衛生大会に出席し、関係事業場との情

報交換を行い、連携を強化した。 

2025.10 茨城県内 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業場に配布し、ボイラー等の

災害防止の周知を図った。 

栃木事務所 

2025.6.12 

 

鹿沼市 （一社）鹿沼労働基準協会主催の「全国安全週間準備月間」に関す

る会合に出席し災害防止に関する情報交換等を行った。 



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

2025.7.3 宇都宮市 鹿沼労働基準監督署主催の「Under100推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ2025」に関する

会合へ出席し情報交換等を行った。 

2025.9.9 鹿沼市 （一社）鹿沼労働基準協会主催の「全国労働衛生週間準備期間」に

関する会合に出席し、災害防止に関する情報交換等を行った。 

2025.10.22 宇都宮市 栃木労働局主唱の「栃木地方産業安全衛生大会」において、資料配

布等の啓発活動を行った。  

2025.11.7 鹿沼市 （一社）鹿沼労働基準協会主催の「鹿沼地区産業安全衛生大会」に

おいて、資料配布等の啓発活動を行った。 

2025.11.8 宇都宮市 

 

（公財）安全衛生技術試験協会が実施する出張試験に試験監督員

の派遣等の協力を行った。  

2025.12.1 

～2026.1.15 

栃木県 

 

栃木労働局の要請により、「令和７年度年末年始無災害運動」の実

施について、会員事業場に対して同運動の周知を行った。 

2026.1.27 宇都宮市 

 

栃木労働局主催の「令和７年度登録教習機関連絡会議」において、

講習の公正・適正の実施について協議した。 

埼玉事務所 

2025.5.22 

  

さいたま市 （一社）大宮地区労働基準協会定時会員総会に参加し、所轄労働基

準監督署及び会員関係団体と活動方針等の意見交換、連携促進を

図った。 

2025.8.11 さいたま市 埼玉特定機械製造事業場連絡協議会の通常総会に出席し、製造時

検査等について会員事業場と情報交換し、連携を促進した。 

2025.8 埼玉県 「クレーンの日」のポスター等を関係事業場に配布し、クレーン等の

災害防止の周知啓発を図った。 

2025.9 埼玉県 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業場に配布し、ボイラー等の

災害防止の周知啓発を図った。 

2025.10.21 

 

さいたま市 埼玉県産業安全衛生大会について、埼玉県労働災害防止団体の構

成員として、大会の運営、啓発活動を行った。 

2026.3.6 

 

さいたま市 埼玉特定機械製造事業場連絡協議会の全国工作責任者大会の報

告会と災害事例研究会に出席し、情報交換を行った。 

千葉事務所 

2025.8 千葉県 「クレーンの日」のポスター等を会員事業場・受検事業場に配付し、ク

レーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.9 千葉県 「ボイラーデー」のポスター等を会員事業場・受検事業場に配付し、

ボイラー等の災害防止の周知啓発を行った。 

東京事務所 

2025.5.20 

 

東京都 「安全週間」及び「熱中症」のポスターを関係事業場に配付し、災害

防止対策の周知啓発を行った。 

2024.6.13 東京都 （一社）日本ボイラ整備据付協会東京支部・東京ボイラ整備据付協

会の定時総会に出席し、東京労働局、他の関連団体等とボイラー等

の整備、検査の安全確保について情報を共有した。 

2024.7.4 東京都 東京労働局の要請により、第１９回東京産業安全衛生大会に協賛、

参加し、安全と健康の確保に対する気運の醸成を図った。 

2024.8.4 東京都 ｢クレーンの日｣のポスター等を関係事業場に配布し、クレーン等の災



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

 害防止対策の周知啓発を行った。 

2024.8.4 東京都 

 

｢ボイラーデー｣のポスター等を関係事業場に配布し、ボイラー等の

災害防止対策の周知啓発を行った。 

神奈川事務所 

2025.4～通年 神奈川県 神奈川労働局要請により特定機械等の製造時等及び性能検査につ

いて新規検査官を対象に実地研修を行った。 

2025.8.4 

 

 

横浜市 登録性能検査機関３団体の構成機関及び事務局として神奈川労働

局安全課と調整、登録性能検査機関連絡会議を開催、関係情報等

の交換を行った。 

2025.9上旬 神奈川県 「クレーンの日」のポスター等を、会員事業場、クレーン等設置事業

場、クレーン等整備業者及び労働基準監督署に配付し、クレーン等

の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.10上旬 神奈川県 「ボイラーデー」のポスター等を、会員事業場、ボイラー等設置事業

場、ボイラー等整備業者及び労働基準監督署に配付し、ボイラー等

の災害防止の周知を図った。 

甲信事務所 

2025.6.6 

2025.7.9 

2025.9.12 

甲府市 

 

「山梨県労働災害防止団体等連絡協議会」において、労働局及び関

連団体等と労働災害防止対策について協議、情報共有等を行った。 

2025.8.25 甲府市 （公財）安全衛生技術試験協会主催の出張試験に協力した。 

2025.8上旬 山梨県内 「クレーンの日」のポスター及び実施要綱を関係事業場に配布し、労

働災害防止の周知・広報に努めた。 

2025.10.2 甲府市内 労働災害防止団体として、関係団体とともに、山梨県産業安全衛生

大会を開催し、労働災害防止の周知に努めた。 

2025.11.6 

 

笛吹市 陸上貨物運送事業労働災害防止協会の依頼により「令和７年度荷

主等との協議会」に出席し、「荷役作業の安全対策ガイドライン等の

普及・促進」について情報・意見交換等を行った。 

2025.12.1 

～2026.1.31 

山梨県内 山梨労働局主唱の「年末年始無災害運動」の推進に協力し、会員事

業場、講習受講者等にリーフレットを配付して周知を図った。 

広島事務所 

2025.8上旬 広島県 「クレーンの日」のポスター等を関係事業場及びクレーン設置事業場

に配布し、クレーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.10 上旬 広島県 「ボイラーデー」のポスター等を関係事業場に配布し、ボイラー等の

災害防止の周知啓発を行った。 

2025.7.18 広島県 広島労働局の要請により、「労働安全衛生法及び作業環境測定法

の一部を改正する法律について」を検査受検事業所に周知し、労働

災害防止に協力した。 

2025.12.3 広島県 広島労働局の要請により、「第２回化学物質管理強調月間の実施に

伴う協力依頼について」を検査受検事業所に周知し、労働災害防止

に協力した。 



実施年月日 実施場所 安全衛生活動内容 

2026.2.17 広島県 広島労働局の要請により、「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防

止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアルの改正について」を

検査受検事業所に周知し、労働災害防止に協力した。 

山口事務所 

2025.4.1～ 

  2026.3.31 

山口県 山口労働局の依頼により、山口労働局担当職員への特定機械等に

よる労働災害防止を目的にした検査官の研修について、実地研修の

講師を行った。 

2025.8上旬 山口県 「クレーンの日」のポスター等を関係事業場及びクレーン設置事業場

に配布し、クレーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.10下旬 

 

山口県 ｢ボイラーデー｣の災害防止ポスター等を関係事業場に配布し、ボイ

ラー等の災害防止の周知啓発を行った。 

福岡事務所 

2025.5.30 

2025.7.30 

福岡市 

 

福岡ボイラー圧力容器研究会総会において、関係団体と労働災害

の現状や安全について意見交換を行った。 

2025.6.20 

 

北九州市 九州機械工業振興会総会において、福岡県内労働災害の現状や安

全について意見交換を行った。 

2025.8上旬 福岡県内 「クレーンの日」のポスター等を局署、関係事業場及びクレーン等設

置事業場に配布し、クレーン等の災害防止の周知啓発を行った。 

2025.10下旬 福岡県内 「ボイラーデー」のポスターを関係事業場に配布し、ボイラー等の災

害防止の周知啓発を行った。 

2025.10.17 福岡市 福岡ボイラーみらいの会に参加し、関係団体と労働災害の現状や安

全について意見交換を行った。 

2025.12.19 福岡市 福岡ボイラー圧力容器研究会総会において、関係団体と労働災害

の現状や安全について意見交換を行った。 

南関東講習センター 

2025.8下旬 東京都 

神奈川県 

千葉県 

｢クレーンの日｣のポスター等を関係事業場に配布し、クレーン等の災

害防止の周知啓発を行った。 

2025.10上旬 東京都 

神奈川県 

千葉県 

｢ボイラーデー｣のポスター等を関係事業場に配布し、ボイラー等の

災害防止の周知啓発を行った。 

 




















